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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ MQ猛U MQM
童
名詞に付くもの

























dulaanu 031 043 　
主語
＃ni（主語）　　　☆ 022 026 07 09 03 02 03 … ○
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　○騨朝葛酬・「，■冒噛一■一一一一Pり
一sa瞬（主語） 027 　 ○
・sannu（主語） ○正4 046 048 一
属対格
一
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ MQHU M（⊇M
接続体副動詞
一sa熱＃9U10　　☆ 04 O　l 05 02 一 ○





形容謝guko☆ 03疋 048 044 021 　 ○
形容詞＃gu正o 01韮8 0　8 一 ○
形容言司＃ghula Oio 一
a／aa















① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ MQHU MQM










ixl＃da俳常に」 052 090 Oi 02 　
ixida　r非常に」 α8 α7 ○ ○
ixiida　r非常に」 047 　
譲歩翻動詞
一sada（譲歩）　　☆ 029 023 02 039 08 一 ○
一sa＃da（譲歩） 027 OI Ol 04 一
















＃shdaar　rように」 076 015 084 01 一 ○
一s組aar　rように」 075 02 → ○
一
！＃（動詞）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ MQ｝IU MQM
一GUN
Vs重一gu韮li（主）　☆ 067 Ol3 05 α4 046 一 ○







Vsレguna（客）　☆ 020 04 011 06 021 06 一 ○
V麟guna（客） 056 OI1 02 一 ○
一N
Vst一面（主）　　☆ 022 040 0158 OI7 025 一
Vs蜘ii（主） 02 037 一
一NI
Vst・ni 053 ○辱3 一
Vst＃ni 061 03 一
ii　GUNA
waiguna（客） OI8 　
wai＃gu織a（客） 054 OI9 01 一
gulgu厳a（客） 02 一








① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ MQHU MQM
＃li（主） 052 ○ ○
n＃il（主） 029
一 ○
㈱ii（主） 068 032 α2 一
益＃籍ii（主） 08 一
一wa（客）　　　☆ 0　9 02 02 02 01 02 　 ○










凹a　（客）　　☆ 039 092 059 044 055 042 一 ○
一sa鷺一na喀） 083 02 α85 044 　 ○
sa鮭a　（客） ○至20 044 017 一 O
一1＃（助詞）



















































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ MQHU MQM
A＃yuu　　　　　☆ 082 030 09 044 一 ○
B－yuu α7 OI5 一
A＃韮uu　　　　　☆ α22 ○歪5 02正 一 ○
B－nuu ○歪4 一
A　nii＃uu 　 ○
B　＃guu 045 03 Ol4 ～ ○
C－9囎　　　　　　☆ Ol1 02 013 一
A！擁＃uu ○至12 一
8・mu翼 0133 一 ○
C＃mu琵 一 ○
Dm一紐uu 06 一
E癬＃muu　　　　☆ 057 05 037 一
B－RU纏 044 　
C＃”uu　　　　　☆ 036 012 一
C＃鴛uu（gu＃nuu） 064 04 023 一
B－W“U 028 一
C＃w纏u 011 一
F拠u　　　　　　☆ 09G 022 一 ○
B→u蘇 09三 一
B－n雑 061 026 一
C＃niu 08 一
疑問助詞φ
雛1藍 02 025 一


















V－nge（単数〉　☆ 011 02 03 ○至
α6




① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ MQHU MQM
9蝕0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ghu ○ ○ ○
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0　－0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
U　－0 ○ ○ ○ ○






























































、 04 0185 05 05 一
註
（1）さらに詳しくは孫竹、呉安其（1990）を参照のこと。同論文のp．18に、「zh，　ch，　shは漢語、チベッ
　　ト語からの借用語にのみ用いられる1という記述が晃られるが、Shに関してはshge「大きい」のよ
　　うな土族語の固有語にも用いられるので、事実と異なる。またこの論文の出版の8付はテキスト⑦
　　より約2ヶ月早い1990年4月5日であるが、holo　r遠い」は1988年出版のMQMですでにhuloの綴
　　り字が採用されている。
（2）角道（1990　：　61・・64）で述べていない語幹内部のバリエーションには次のようなものがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　MQHU　　　　MQM
　　　母音の音価
O
pogdagu　④105
aro9⑦隻4
norlo②88
polona⑦8
a　　
tangghurlaa②83
darang②106，⑥8
boodandu②55，　④3
bo⑫⑦15
a
amdagha⑥13
u
tudurgha⑦14
O
zooho④63
盟
guirixja④3◎，50
e
nengen④40
a
P皇gda－
a「g9
難◎r韮皇一
a
darang
a
zooha～zauha
1，e
無ingem～羅皇mgen
a
pagdagu
鎚9
norl釜一
po1皇na
O
tongghur｝aa
dargng
boodo鍛gdu
bo（）jo
藍
｛㎜dlgha
O
tudorgha
u
zoohロ
e
g瞭c＞Cja
l
nimgen
（Hが）沈む
籍
傷つく
播く
（涙を）浮かべて
まだ
息をはずませて
フォーク（農機具）
誓う
米
薄い
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　　nembeenu⑥2
　　e
　　sgee韮aawaanu④藍0里
　　sgemi④垂06
　　tl㎜e⑦10
　　a
　　xale　gole④44
　　a
　　debtar④185
　　ua
　　ghua⑥3
　　ua
　　jujuan⑦12
　　aa
　　jimaaxja④IO
母音配列
　　0－O
　　lorjogdu④43，⑥8
　　a”a
　　soobalanii＠96
　　qalag④互28
母音の有無
　　hφ
　　hgho④92
わたり音の有無
　　y
　　yimelsa③18
　　yimaala③63
　　yiidaawa③75
　　W
　　woosija③73
子音の音価
　　saighan③44
　　zh
　　panzhonge④40
a
sg塗laa－
sga「
tirm堅
O
ghor
0璋O
lorjog
O響O
seobolOr
hu
hugho
φ
i盈el
i阻aa
l（ii－一・udi一
φ
00S蓋卿
h
saihan
zh
panzhoo
韮iimbeenu
a
sgalaawaanu
sg整mll
tirm塗
e
xele　gO韮e
菱
debtir
u
ghロr
aa
」㎎aan
ua
jlmuaXja
u－a
lurjog
U－O
soobulO庭i韮
qロ109
hu
hロghu
φ
imel
imaa
idaawa
由
oosija
h
saihan
｝
ひa壌oo
まとって
てせ
を
痩
声
臼
冊子
光
密な
閉めて
突然
治療する
腹
鞍
山羊
痛んだ
育った
美しい
あぐら
（3）ronaeBa（1973）では主題は一Hi、属対格は一Heという明確な区別がある。
（4）照那斯國（1981：22）は属対格の一neのeは三人称所有接辞一noの前でiiになると記述しているが、清格
　　爾泰等編（1988）の資料を検討すると必ずしもそうなっていない。例えば「黒馬」（pp．172－204）に
　　は、－ni：ngは2例しかないのに対して一ni：はIO例ある。モンゴル文字による遂語訳ではどちらの場舎
　　も三人称所有接辞が付されている。この解釈が正しいとすれば、、「三人称人称接辞の前で属対格の
　　母音は長母音化するが、その際三人称所有接辞は省略可能である」と記述しなければならなくなる。
　　もっともこの長母音化の現象は、東溝方言に限られるようであり、TOAeBa（1973）では一HeHi、天祝
　　方言では一ne・ne（対格＋三人称所有接辞）4137のように長母音化していない形式で現れる。　SchrOder
　　（1959）の表記は長母音の長さがあいまいであるが、－niniの形式で現れる。
（5）この形態素を分かち書きるす理由は分からない。ただ席元麟が読んだテープでは一sanとguioの間に
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　　常にピッチの下降が観察される。Heissig（1980）には一dzaljguluoの形式で現れる。
（6）形容詞を修飾して程度が大きいことを表す語には前置型のixi、後置型のnaama，　hughuiがある。
（7）－saaが現れるのが語彙的に限定されているわけではないが、実際に現れたのはfonsaa③3「年から1，
　　muxisaa④73，169「前から」，　sghausaa④78，④99（2園）「時から」，　shdesaa⑥3　f早くから」のよう
　　に時に関係する語ばかりである。
（8）清格爾泰（1988）のモンゴル文宇遂語訳では加baylqun　ayuとなっておりTolleBa（1973）では一A｝癬y
　　Ha、　SchrOder（1959）では一dzigunaとなっていて、こちらの分析のようが直観にあう。したがって正
　　書法の調＃gu照という綴り字は不自然であり、－ji＃iigunaあるいは一jiigunaとすべきである。疑問助詞
　　の綴り方にも同じような問題がある。
（9）東溝方言、ハルチゴル方言、ナリンゴル方言では助詞「も」と接続渤詞「と」とが音声的に区別さ
　　れないが、天祝方言では助詞「も」は一ta、接続助助詞「と」はteというように母音の違いがある。
（le）孫竹、呉安其（1990：：18）には、　r，1，　n，　mで終わった名詞語幹にwaが付くとき、　wが語幹末子
　　音に同化するけれども、正書法ではwaと書くという詑述があり、　tarwa「石だ」，　balwa「蜂蜜だ」，
　　kunwa「人だ］，　samwa聯だ1の例が挙がっている。テキスト⑦の綴り字はこの主張に近いが、
　　sainna⑦44　i良い」，9hurdlnna⑦42「速い」のような表記が出現する。もっともこれらの語は形容詞
　　なので、孫竹、呉安其（1990：18）の記述とは違うのかもしれない。
（11）角道（1998：48）を参照のこと。
（12）疑問助詞の綴り字に関しては次のような問題もある。以下の組み合わせのうちで＊が付いているも
　　のは存在しないようである。
主観聴麟
客観範麟
肯定
wal　yUU
wa罵nUU
walna　nUU
＊wayUU
wa　nUU
　否定
9翌置yuu
＊gui　nuu
＊guina　nuu
＊gua　yuu
gua　nuu
（B）Heissig（1980）では本来子音幹の語「服」がdiel－ge　GR　518，　diele－nge　GR　l716，　diela－nge　G衆1777の
　　ようなバリエーションを持って現れる。つまり、子音語幹に母音が添加されて母音語幹のように振
　　る舞っているわけである。本来子音語幹の「石」はta蓉一ge　GR　1803のように規則的であるが、　tage－
　　ne　GR　71，　tage（｝R　77のように単独では母音語幹のように見える場合もある。なおナリンゴル方言で
　　は子音語幹にも母音語幹にも一geが付き、天祝方言では子音語にも母音語幹にnkoが付く。
（14）孫竹、呉安其（1990：19）はtarisan「植えたJの例を挙げ、　iは正書法で脱落させないと記述している。
（15）TolleBa　（1973）では一laxge、　Schr6der　（1959）では一lageであり、分かち書きする理由は晃炎たらない。
（i6）修辞疑問文の文末に＃jiiの形式が現れる。（lll）の用例を参照のこと。
（17）ToneBa（1973）では文來には必ず「．1が用いられている。　Schr6der（1959）では文ごとに通し番号が
　　ふられており文来はFJで終わる。材粛雀《格薩爾》工作領導小組？公室、西北民族学院《格薩爾》
　　研究所編（1996）では、音節ごとに区切られて書かれているが、1，」や「」はいっさい用いられて
　　いない。
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